
カンボジア森林政治の現地点と展開: 
重層的な制度/アクター分析による 
熱帯林動態要因の解明に向けて 
 

                                              倉島孝行氏（森林総合研究所） 

東南アジアの自然と農業研究会 第158回例会 
東南アジアの社会と文化研究会 第57回 

日時：2012年12月21日（金）16時より 
場所：京都大学 総合研究２号館4階会議室(AA447) 

＜お問い合わせ先＞ 
原田ゆかり  京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 
   harada@asafas.kyoto-u.ac.jp 
柳澤雅之 京都大学地域研究統合情報センター                       
   masa@cias.kyoto-u.ac.jp 

「ＲＥＤＤプラスにより、これまでのカ
ンボジアの森林政治はどう変わるのか、
あるいは本質的には何も変わらないのか。
仮に地域研究がカンボジア森林政治を良
い方向に向かわせることに貢献できると
したら、どのような洞察と提言を研究か
ら組み立てればよいのか－」 
（発表要旨より） 

参加費・事前登録は不要 
です。奮ってご参加下さい。
また、会後には懇親会を予
定しております。 
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